
第４次出雲市地域福祉計画・地域福祉活動計画の進捗管理について 

 

１．目的 

  本計画の進捗管理については、毎年度、出雲市地域福祉計画・地域活動計画推進委員会

において、計画に基づく施策の実施状況について点検・評価し、その結果を公表するとと

もに、必要に応じて計画の見直し等に活用することを目的としています。 

 

２．評価の方法 

  計画に定める基本方針・基本項目・実施項目に基づいた取組内容について、以下の評価

基準を設定し、令和５年度（第４次計画１年目）の取組状況や評価について関係各課へ照

会し、回答を取りまとめました。 

  本計画は、福祉分野の上位計画として、福祉分野が共通して取り組むべき事項を記載し、

地域福祉の視点や理念、推進方針などを明示し、総括する役割をもっています。 

  そのため、計画の取組事項に対する目標数値の設定はありませんが、具体的な取組方針・

施策等については、各分野の個別計画において目標数値を設定し、点検・評価を行ってい

ます。 

 

 ・取組内容に対する評価基準は以下のとおりです。 

   

   

   

 

 

 

３．評価結果（令和５年度） 

基本項目 

評 価 

Ａ 

達成できた 

Ｂ 

概ね達成できた 

Ｃ 

達成できなかった 
合 計 

包括的相談支援体制の推進 3 7 0 10 

地域生活の支援 10 8 1 19 

市民の権利の実現 12 1 0 13 

福祉関連機関の連携推進 0 8 0 8 

社会福祉事業の推進 1 7 0 8 

地域福祉活動への参加促進 6 6 0 12 

地域福祉活動を担う人材育成 3 7 0 10 

合 計 35 44 1 80 

 

資料２－１ 

【評価基準】 

Ａ・・・達成できた 

Ｂ・・・概ね達成できた 

Ｃ・・・達成できなかった 


